











































































･S-(1' (S ),･ ∂U･ (8S)gj -与 ∂U･ ( ∂S)5'
-(1)(%T),･6UkTI(∂S)UkaT'-チ8UkT+(8S)U8kjT (3)
である｡したがって式(2),(3)より-般に














































































































































































































































考えて居られるのであれば, §2の式 (2),(3),(4)と言った式が関係 しなければな




























































1 2 3---------- _〟
Fig･1. nkT程度のポテンシャルの丘に支えら
れてポテンシャルの崖淵にある〃ケの微小球｡
あるo今Ⅳ′ケの球が落下しつつある状態を考えると,体系の熱的エネルギーは少くと
もN′nkTだけ減って居 り,計算できるエントロピーは見掛け上減少していることにな
るoもちろんその代 り落下しつつある球の運動エネルギーとしての [TE]は大きく増
加しているのであるo式 (27)はこの種の可能性を無視した結論であり,世界には熱的
な原理の他に,物質界を駆動する別原理,例えば力学法則のあることを無視 したもので
あるo勿論われわれの場合は電子の磁場中の反磁性的なサイクロトロン運動が,その無
視されている電磁力学の法則なのであるo [TE]原理はこの種の現象を厳密に考慮し
た新物理法則として提出されているのであり,かつ既存原理との差は1/∞ と0の差位
なのである｡
§6･本課題の論文公表問題に関する現状報告
さて,32巻 1号において,本質的でない些細な議論の繰返しは時間的に無理である
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から容赦戴きたいこと,本質的な点として
A.多電子系において,電子間の電気的,磁気的相互作用を考慮し,特に磁気エネル
ギーの処理に関する熱力学上の配慮を明確化して,MisvanLeeuwenの定理なるものを
証明すること｡
B.TE原理が過まりであるというのであれば,どのように過っているかを式で示し,
それに代る [不可逆過程の]熱力学の原理を明らかにして,その原理から6}2(r)の不可
逆的な進行方向を識別する条件式を明確化すること｡
を要請した｡この要請に対して当物理教室を含め国内国外から有効な寄与はない｡唯,
｢MissvanLeeuwenの定理を,磁気エネルギーの熱力学的配慮を明確化して,証明する
ことができる｡ただし,それを誰かに判るように紙に書く意志はない｡｣という言明を
されているお年寄りの方が一人居られるが,この言明は ｢虚構である｡｣という筆者の
見界に対して, ｢虚構という表現は侮辱になるから,間違いであると表現してほしい｡｣
というお申し入れがあったのみである｡ 〔以上の言明を撤回しないでの申し入れ.〝〕以
上のような状況のもとで,この言明が問題とする価値のないことは明らかであろう｡し
たがって筆者は日本の理論物理学界が文書による反対 を行うことの出来ないものとして
A.MisvanlLeeuwenの定理の証明は過まりである｡
B.TE原理に過まりは発見できない｡
と結論させて戴くことにしたい｡
なお今回の近藤氏の反論は上記A,Bのいずれでもない訳で,その点無視 して差支え
のないものであるが, KondoEffectの発見者 としての同氏の立場を考慮し,敢えて詳
細説明をすることにした｡しかしながら既に多くの人が認めて居られるように,この課
題の内容は膨大且つ精微であって,その箇々の些細な点に就いて疑問があるというだけ
の質問に一々お答えしていると時間がいくらあっても足りない｡従って筆者としては敢
えて今後はA,B二点に関して,その両者にわたる見界を示 し,且つ論旨の明白な権威
ある批判内至反論に対してしかお答えしないという態度を採らせて戴く｡物理学会ジャ
ーナル編集委員会の第一レフェリー とは60回,その他のレフェリー と10数回,近藤氏
と直接20数回,物性研究誌上で7回のメモ往復を行い,更に筆者の属する東京大学物
理学教室において久保教授と数多く,又その為に有馬教授が組織された有志の教授,助
教授数名と,全体討論会1回,10回近いメモ交換を行ったという状況が存在した訳で,
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｢マイスナー効果は古典電子ガスの古典電磁熱
力学的属性である｡｣と結論した理論の核芯部
にある熱力学の詳細説明と,近藤氏-,I.
数年の年月が経過して居り御了承戴けるものと考える｡
なお新らしい常識を世界的に確立する一環として,●拙著 ･新電磁気学"10)の英訳計画
が進行し,日本語の大巾な改訂がまず完成した｡興味ある方は重要改訂点に関して実費
負担して戴くことによりゼロックスできることをお知らせする｡
References
1)飯田修一,物性研究 31,87(1978).
2)近藤淳,物性研究 31,71(1978).
3)飯田修一,物性研究 32,14(1979).
4)近藤淳,物性研究 32,27(1979).
5)近藤淳,物性研究 32,521(1979).
6) S.Iida,BuseiKenkyu28,47(1977)
7) S.Iida,PartIIトR,submittedto∫.Phys.Soc,Japan,(1977).
8) H.B.Callen, T`hermodynamics",JohnWileyandSons,Inc.(1960).
9) R･P･FeynmanandA･R･Hibbs,"QuantumMechanicsandPathIntegrals-,McGrawHil
Co･(1965)Chap.1&2.
10)飯田修一, "新電磁気学"上,下,丸善(1975).
- 237 -
